
広報

Public Relations YAMATO TOWNPublic Relations YAMATO TOWN
～星と森、そして水の生まれる里～～星と森、そして水の生まれる里～

山都町山都町

町長室から、採用試験 ………………………… 2

第１次補正予算（肉付予算）　…………… 4～5
総合計画審議会、保健だより　…………… 6～7
まちの話題、スポーツの結果 ………… 16～17

へき地保育所合同運動会、すくすく育て … 20～21
馬見原フットパスコース、今月の一枚 …… 24

今月の主な話題

広報
馬見原を歩こう
　６月８日、馬見原の「ろくまく坂」を歩く、ノル
ディックウォーキング体験会参加者の皆さん。

（16－17ページに関連記事、
24ページに馬見原フットパスコースを掲載）

馬見原を歩こう
　６月８日、馬見原の「ろくまく坂」を歩く、ノル
ディックウォーキング体験会参加者の皆さん。

（16－17ページに関連記事、
24ページに馬見原フットパスコースを掲載）

7
No.101

月号
平成25年７月24日



Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
74

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
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【
専
用
ア
ド
レ
ス
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Ｃ
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marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜 

新
・
結
婚
相
談
員
で
す
！ 

〜

　

こ
ん
に
ち
は
。
矢
部
地
区
の
御
所
で
農

業
を
し
て
い
ま
す
。

　

結
婚
し
て
７
月
で
４
年
に
な
り
ま
す
。

　

晩
酌
を
し
な
が
ら
、
３
歳
の
子
ど
も
と

遊
ぶ
こ
と
が
、
今
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

結
婚
へ
の
後
押
し
が
少
し
で
も
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

〜 

第
２
回
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ

　
　
　

菜
園
交
流
会
」
紹
介 

〜

　

６
月
９
日
（
日
）、
前
回
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
男
女
合
わ
せ
て
11
名
の
参
加
の
も

と
菜
園
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

熊
本
市
に
て
フ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
昼
食
を

と
り
、
山
都
町
の
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
菜
園

へ
到
着
。
き
ゅ
う
り
や
ピ
ー
マ
ン
の
小
さ

な
実
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

期
待
感
が
更
に
深
ま
っ
た
様
子
で
、
草
取

り
作
業
や
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
網
張
り
な

ど
の
作
業
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。
収
穫

ま
で
あ
と
ち
ょ
っ
と
で
す
♪
作
業
を
終

え
、
清
和

地
区
に
あ

る
「
清
和

高
原
さ
く

ら
ん
ぼ
農

園
」
へ
向

か
い
ま
し

た
。
ち
ょ

う
ど
食
べ

ご
ろ
を
む

か
え
た

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
を
目
の
前
に
、
女
性
の

歓
喜
の
声
が
広
が
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド

の
さ
く
ら
ん
ぼ
に
負
け
な
い
く
ら
い
に
甘

い
山
都
町
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
ほ
お
ば
り
な

が
ら
、
１
時
間
ほ
ど
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

野
菜
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ず
は
小
さ
な

実
が
な
る
よ
う
に
、
山
都
町
で
の
継
続
し

た
交
流
会
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

山下　哲矢さん山下　哲矢さん
（御所）（御所）

TEL 76 － 0530TEL 76 － 0530

＊ 交流会の様子 ＊＊ 交流会の様子 ＊
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「
私
た
ち
は
、
棚
田
が
米
の
生
産
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

多
様
な
生
き
物
を
今
日
ま
で
数
多
く
育
ん
で
き
た
環
境
に
優

し
い
地
域
の
資
源
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
教
育
や
体
験

学
習
の
場
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
」
こ
れ
は
、

昨
年
10
月
に
山
都
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
全
国
棚
田
サ

ミ
ッ
ト
」
で
採
択
さ
れ
た
共
同
宣
言
の
中
の
一
部
で
あ
る
。

　

６
月
16
日
、
今
年
も
「
棚
田
の
生
き
も
の
た
ち
」
観
察
会

を
実
施
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
白
糸
台
地
に
あ
る
下
田

さ
ん
の
棚
田
を
訪
れ
た
。
下
田
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
の
観
察
会

は
、
12
年
前
程
か
ら
数
回
に
亘
っ
て
行
っ
て
お
り
、
下
田
さ

ん
か
ら
「
今
年
の
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
た
ち
が
、
以
前
と
比

べ
て
種
類
や
数
な
ど
に
変
化
が
あ
る
の
か
ど
う
か
知
り
た
い

で
す
ね
。」
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
た
。

　

今
年
は
例
年
と
比
べ
て
梅
雨
入
り
が
早
か
っ
た
が
、
当
日

は
朝
か
ら
夏
の
陽
ざ
し
が
あ
り
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
。
家
族

で
の
参
加
が
多
く
60
名
程
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
手
に
網
な
ど
を
持
ち
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
集
ま
っ
て
く
れ
た
。

　

出
発
前
の
説
明
を
終
わ
り
、

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
探
し
に
出

発
し
た
。
出
発
し
て
間
も
な
く
、

後
ろ
の
集
団
が
集
ま
っ
て
動
か
な
く
な
っ
た
。「
お
そ
ら
く

何
か
生
き
も
の
を
見
つ
け
た
ん
だ
な
。」
と
思
っ
て
待
っ
て

い
る
と
、
発
見
者
の
子
ど
も
が
意
気
揚
々
と
見
つ
け
た
生
き

も
の
を
見
せ
に
来
て
く
れ
た
。「
す
ご
い
生
き
も
の
を
見
つ

け
た
ね
！
。」
そ
れ
は
、何
と
絶
滅
危
惧
種
の
タ
ガ
メ
だ
っ
た
。

出
発
し
て
い
き
な
り
タ
ガ
メ
を
見
つ
け
る
と
は
驚
き
で
あ
っ

た
。
前
の
方
を
行
く
集
団
で
は
シ
マ
ヘ
ビ
の
子
ど
も
を
見
つ

け
て
い
た
。（
次
号
に
続
く
）

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

山都町職員募集
山都町職員採用試験を実施します。
▼職種および採用予定人員
▽一般事務　　　　２人程度　　　▽社会人（土木）　１人程度
▽保育士　　　　　２人程度　　　▽管理栄養士　　　１人程度

▼受験資格
▽一般事務　高卒程度、昭和61年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者
▽社会人（土木）　昭和53年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者で、民間企業
等で土木工事の設計、施工管理にかかる職務経験が５年以上ある者

▽保育士*　昭和58年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者
▽管理栄養士*　昭和53年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者
＊資格免許職については、その資格がある者又はその資格取得見込みの者

▼試 験 日（第１次試験）　９月22日（日）
▼試験会場　県立御船高等学校（御船町辺田見）
▼受付期間　７月29日（月）～８月16日（金）（土・日曜日を除く）午前８時30分～午後５時
郵送の場合、８月16日（金）までの消印有効
受験希望者は、申込用紙に必要事項を記入し、持参または郵送してください。
※申込用紙は山都町役場総務課、各総合支所総務住民課、そよう病院において交付を受ける
かまたは町ホームページからダウンロードしてください。

▼問い合わせ先
山都町役場　白糸事務所総務課人事給与係 (電話７２-１２８１)

上益城消防組合　消防職員募集
上益城消防組合消防職員採用試験を実施します。
▼職種および採用予定人数　　　▼試 験 日（第１次試験）　９月22日（日）
▽消防職　　　３人程度　　　▼試験会場　御船高等学校（御船町辺田見）

▼受験資格
▽消防職　平成元年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者

▼受付期間　７月29日～８月16日（土・日曜日を除く）午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　郵送の場合、８月16日（金）までの消印有効
※申込用紙は上益城消防署もしくは山都消防署に用意してあります。

▼問い合わせ先
　上益城消防組合消防本部総務課（電話０９６－２８２－１９５５）

　

山
都
町
は
、
周
囲
を
山
に
囲

ま
れ
て
い
る
た
め
、
以
前
か
ら

鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
の
被

害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
生
息
頭
数
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
こ
れ
に
比
例
し

て
農
林
産
物
の
被
害
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
被
害
は
、
水
稲
・
タ
ケ

ノ
コ
・
栗
に
お
い
て
約
70 

ha
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
は
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
に
お
い
て
17 

ha
の
報
告
が
あ
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
被
害
は
さ
ら
に

大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
被
害
は
深
刻
で
す
。
各
農

林
家
に
は
、
電
気
牧
柵
設
置

や
侵
入
防
止
柵
設
置
な
ど
被

害
防
止
対
策
に
か
か
る
費
用

負
担
や
労
力
負
担
が
重
く
の

し
か
か
り
、
生
産
意
欲
を
奪
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
対
応
と
し
て
、
町
で

は
、
本
年
度
、
山
都
町
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
を
組
織
し
ま

す
。
そ
の
実
施
隊
の
活
動
は
、

各
農
林
家
の
皆
さ
ん
に
鳥
獣

の
生
態
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
上
で
被
害
防
止
対
策
の

助
言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
実
施
隊
に
よ
る
追
い
払
い

や
捕
獲
な
ど
を
強
力
に
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
予
算

と
し
て
は
、
国
・
県
の
補
助
事

業
に
よ
り
捕
獲
助
成
金
を
増

額
し
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
鳥
獣
害
対
策
は
、
①

電
気
牧
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
等
で
農
林
地
を
守
る

被
害
防
除
、
②
有
害
駆
除
に

よ
る
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等
を

捕
獲
す
る
個
体
数
調
整
、
③
鳥

獣
の
エ
サ
場
と
な
る
未
収
穫

作
物
の
除
去
及
び
管
理
放
棄

地
の
除
草
な
ど
に
よ
り
鳥
獣

の
住
み
に
く
い
集
落
に
す
る

生
息
環
境
整
備
の
３
点
を
総

合
的
に
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
、
一
体
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
地
域
に
お

け
る
鳥
獣
害
対
策
の
担
い
手

を
育
成
し
て
い
く
仕
組
み
も

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

町
職
員
・
消
防
職
員
募
集

町
職
員
・
消
防
職
員
募
集
! !! !
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主
な
施
策

△
自
治
振
興
区
独
自
事
業
補
助
金

８
４
０
万
円

△
四
季
の
景
観
づ
く
り
事
業
補
助
金

２
８
０
万
円

△
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金　

２
０
０
万
円

△
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業　

４
０
０
万
円

△
定
住
短
期
滞
在
施
設
設
置
（
そ
よ

う
病
院 

旧
医
師
住
宅
） 

60
万
円

△
過
疎
集
落
等
自
立
活
性
化
推
進

交
付
金
（
白
糸
第
一
生
活
圏
）

１
，
０
０
０
万
円

△
ふ
れ
あ
い
バ
ス
車
輌
購
入　

８
０
０
万
円

△
地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
対
策
補

助
金　
　

 

２
，
０
３
０
万
円

△
長
寿
祝
い
金 

４
８
７
万
円

△
出
産
祝
い
金 

２
４
０
万
円

△
私
立
保
育
園
施
設
整
備
事
業
補
助

金
（
御
岳
保
育
園
・
浜
町
乳
児
保

育
園
） 

１
億
５
，
２
２
７
万
円

△
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金 

３
０
０
万
円

△
清
和
天
昇
苑
（
火
葬
場
）
火
葬
炉

改
修
事
業 

１
，
０
０
０
万
円

△
小
峰
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
ご

み
処
理
場
）
補
修
事
業

　

５
，
５
０
０
万
円

△
千
滝
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
（
し
尿

処
理
場
）
設
備
改
造
等
事
業

　

５
，
０
０
０
万
円

△
山
都
中
央
地
区
簡
易
水
道
整
備

事
業
（
簡
易
水
道
特
別
会
計
）

１
億
３
５
０
万
円

　

政
策
的
な
経
費
を
計
上
し
、
23
億
６
千
万
円
を
追
加
す

る
平
成
25
年
度
一
般
会
計 

第
１
号
補
正
予
算
を
６
月
に
編

成
し
ま
し
た
。
当
初
予
算
は
２
月
に
町
長
選
挙
が
行
わ
れ

た
た
め
、
主
に
経
常
的
な
経
費
を
計
上
し
た
「
骨
格
予
算
」

で
し
た
。
よ
っ
て
、
今
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
「
肉
付
け
」

し
た
も
の
で
す
。

　

第
１
号
補
正
予
算
に
は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
配
慮
し

た
上
で
、
山
都
町
総
合
計
画
の
着
実
な
実
行
を
図
り
な
が

ら
、
新
町
長
が
重
視
す
る
施
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

農
林
業
関
係
で
は
有
害
鳥
獣
対
策
費
が
、
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
に
か
か
る
助
成
金
単
価
を
引
上
げ
た
「
有
害
鳥
獣
捕

獲
隊
助
成
金
」
を
含
め
、２
，３
３
０
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

土
地
改
良
等
の
た
め
の
町
単
独
の
農
林
振
興
事
業
も
、
前

年
度
比
倍
増
の
１
，
０
０
０
万
円
で
す
。

　

商
工
観
光
関
連
で
は
、
伝
統
的
な
地
域
の
祭
り
や
催
し

に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
浜
町
の
６
つ
の
商
店
街
が
国
の

事
業
を
活
用
し
て
実
施
す
る
、
統
一
デ
ザ
イ
ン
の
街
路
灯

整
備
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
関
連
で
は
、
私
立
保
育
園
の
移
転
に
対
す
る
補

助
を
行
い
ま
す
。

　

教
育
関
連
で
は
、
学
校
図
書
館
へ
の
支
援
員
の
派
遣
を

行
う
と
と
も
に
、
国
登
録
文
化
財
で
あ
る
「
大
川
阿
蘇
神

社
農
村
舞
台
」
の
改
修
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
対
策
で
は
、
移
住
者
向
け
の
短
期
滞
在
施
設

と
し
て
、
そ
よ
う
病
院
の
旧
医
師
住
宅
を
貸
し
出
す
制
度

を
始
め
ま
し
た
。
ほ
か
に
都
市
部
の
人
材
を
受
け
入
れ
、

同
時
に
集
落
の
維
持
強
化
を
図
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
」
に
も
取
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
町
予
算
の
執
行
が
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
を

考
慮
し
、
町
単
独
の
道
路
新
設
改
良
費
と
道
路
維
持
費
は

昨
年
の
同
時
期
に
比
べ
、
あ
わ
せ
て
約
３
億
円
前
倒
し
で

計
上
し
ま
し
た
。

平成２５年度　一般会計　第１号 補正予算平成２５年度　一般会計　第１号 補正予算

２３２３億億６６千万円を計上千万円を計上

△
農
林
振
興
事
業
補
助
金
（
土
地

改
良
等
） 

１
，
０
０
０
万
円

△
有
害
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
補
助

金
（
電
気
柵
等
） 

４
５
０
万
円

△
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
実
施
隊

１
７
７
万
円

△
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
助
成
金

１
，
７
０
０
万
円

△
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
事
業
（
浦
田
水
路
）　

２
，
０
０
０
万
円

△
森
を
育
て
る
間
伐
材
利
用
推
進
事

業
補
助
金 

４
，
８
０
０
万
円

△
森
林
整
備
推
進
事
業
補
助
金　

１
，
６
０
０
万
円

△
治
山
事
業
（
葛
原
外
２
箇
所
）

１
，
２
３
０
万
円

△
山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付
金

事
業
（
林
道
菊
池
人
吉
線
）

５
，
１
０
０
万
円

△
町
有
林
整
備
事
業　

３
，
０
０
０
万
円

△
山
都
こ
ろ
っ
け
経
営
戦
略
策
定

事
業 

５
５
０
万
円

△
八
朔
祭
負
担
金

　

１
，
２
０
０
万
円

△
商
工
会
活
動
助
成
金　

１
，
１
９
０
万
円

△
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助

金（
浜
町
商
店
街
街
路
灯
整
備
）

３
，
９
９
０
万
円

△
観
光
施
設
大
規
模
改
修
事
業

（
そ
よ
風
物
産
館
外
）

３
，
５
０
０
万
円

△
国
民
宿
舎
改
修
事
業
（
国
民
宿
舎

特
別
会
計
） 

３
，
７
７
０
万
円

△
小
学
校
施
設
整
備
事
業
（
潤
徳

小
体
育
館
外
３
校
改
修
）

２
，
０
０
０
万
円

△
中
学
校
施
設
整
備
事
業
（
蘇
陽

中
・
矢
部
中
改
修
）

１
，
１
５
０
万
円

△
図
書
館
非
常
勤
職
員
（
学
校
図

書
館
支
援
員
兼
務
）
配
置

１
３
０
万
円

△
体
育
施
設
整
備
事
業
（
馬
見
原

体
育
館
外
３
施
設
改
修
）

１
，
７
０
０
万
円

△
文
化
財
保
存
整
備
事
業
補
助
金

（
大
川
阿
蘇
神
社
農
村
舞
台
）

１
０
０
万
円

△
公
民
館
新
改
築
補
助
金　

４
０
０
万
円

△
県
工
事
負
担
金
（
県
道
等
）

５
，
０
０
０
万
円

△
道
路
維
持
費

　

１
億
５
，
４
６
０
万
円

△
道
路
新
設
改
良
事
業
（
町
道
瀬

戸
福
良
線
外
１
４
路
線
）２

億
円

△
道
整
備
交
付
金
事
業
（
町
道
橘

宗
旨
ヶ
鶴
線
外
５
路
線
）　

３
億
６
，
８
２
０
万
円

△
大
矢
野
原
演
習
場
周
辺
民
生
安

定
事
業
（
町
道
上
鶴
線
）

６
，
４
６
０
万
円

△
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
事
業（
町
道
鍛
冶
床
線
）

２
，
０
０
０
万
円

△
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

（
仁
田
尾
大
橋
外
８
路
線
な
ど
）

４
億
８
，
６
２
０
万
円

△
公
営
住
宅
施
設
整
備
費　

１
，
０
０
０
万
円

△
消
防
団
運
営
補
助
金

　

４
７
０
万
円

福　

祉　

関　

連

環
境
衛
生
関
連

農
林
業
関
連

商
工
観
光
関
連

教

育

関

連

土
木
・
消
防
関
連

地
域
振
興・定
住
関
連

定住短期滞在施設設置

山都中央地区簡易水道整備事業

有害鳥獣捕獲隊助成金

商店街まちづくり事業補助金

文化財保存整備事業補助金

社会資本整備総合交付金事業
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今
期
の
総
合
計
画
審
議
会
で
は
、
第
１
次
総
合
計
画
（
平
成

17
年
度
〜
平
成
26
年
度
）
の
振
り
返
り
と
平
成
27
年
度
か
ら
開

始
す
る
予
定
の
次
期
総
合
計
画
の
策
定
等
に
関
し
て
審
議
い
た

だ
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
、
総
合
計
画
の
策
定
等
に
あ
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
型
講
座
）
の

開
催
を
通
じ
て
計
画
策
定
等
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
全
町
一

体
と
な
っ
て
町
の
将
来
を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＜委員名簿（敬称略）＞

審議会役職 所属 ･職域 ･役職等 氏　　　名

山都町議会　議長 藤　川　憲　治

ＪＡ上益城　代表理事組合長 梅　田　　　穰

会　長 山都町商工会　会長 中　村　紘　二

副会長 山都町観光協会　会長 山　下　泰　雄

蘇陽南小学校　校長 藤　吉　勇　治

山都町立図書館　館長 下　田　美　鈴

山都町消防団　団長 山　本　勝　洋

山都町地域青年協議会　会長 高　畑　博　史

子育て支援センター 澤　村　静　子

行政職経験者 村　手　　　隆

農業経営者 藤　原　秀　樹

山都町商工会　副会長 草　部　清　也

明星学園　園長 武　元　典　雅

民生児童委員 後　藤　美千代

　５月24日（金）に認知症についての教室を三ヶ公民館で実施
しました。地域の民生委員から依頼があり、認知症地域支援推
進員と保健師が出向きました。
　教室では、認知症の症状や予防などについて保健師が話をし
たあと、認知症地域支援推進員が認知症の方への対応方法や病
院受診方法等について話しました。認知症の問題は一人で抱え
込まず、誰かに相談する事が大切です。
　また、早期の治療やケアで症状を和らげたり、進行を遅らせ
る薬もあります。地域包括支援センターでは認知症教室のほか、
認知症の方を介護して
いる家族の方たちの支
援する家族会も開催し
ています。悩みや不安、
心配事など抱え込まず
にご相談ください。

保健センターだよりvol.24
～認知症、正しく知ればつらくない～

～８月の認知症高齢者家族の会～
日　時：８月17日（土）
　　　　午後１時30分～３時30分
場　所：千寿苑
問合せ：地域包括支援センター

関係機関一覧
・山都町地域包括支援センター
　　　　７２ー４０１１、７２ー４０２２
・認知症地域支援推進員　７２ー１６７７
・清和総合支所　健康福祉課
・蘇陽総合支所　健康福祉課

認知症教室の様子（三ヶ公民館）

山都町総合計画審議会山都町総合計画審議会

委嘱状交付 会議の様子

　６月 18 日（火曜日）、山都町の将来の柱となる山都町総合計画等について審議する町の
諮問機関「山都町総合計画審議会」を開催しました。審議会は 14 名（議会１名、学識経験
者 13 名）の委員で構成され、来年度末まで携わっていただきます（任期は２年）。
　会議の冒頭、代表して藤川委員（町議会議長）に委嘱状を手渡しした後、委員の互選に
より、会長に山都町商工会長の中村紘二氏が選任されました（副会長は、山都町観光協会
の山下泰雄氏）。続く議事においては、今回は新規の委員もいらっしゃることから、委員に
共通認識を持っていただくため、総合計画に関する基本的なこと、来年度までのスケジュー
ル概要や策定に係る方向性等々について説明を行い、質疑応答を行いました。

山
都
町
総
合
計
画
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

山
都
町
総
合
計
画
は
、
山
都
町
の
将
来
像
（
基
本
構
想
）
を
実
現
す
る

た
め
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
行
政･

住
民･

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
べ
き
事
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
町
が
行
う
事
業
は
、
こ

の
山
都
町
総
合
計
画
を
基
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（第１次山都町総合計画のイメージ（平成 17年度～平成 26年度））

基本構想

町の将来像

基本計画

実施計画

町の将来像の実現度を示す目標
（指標）を達成するための施策集
で、前期５年後期５年で構成して
います。現在、後期５年の４年目
です。

基本計画の施策集に関して、具体
的な個別事業を３ヶ年分積み上げ
たもので、毎年度見直し（ローリ
ング）しています
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矢部高校全国大会出場！！矢部高校全国大会出場！！

　

６
月
１
〜
２
日
、
熊
本
武
道
館
で
行

わ
れ
た
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
日

本
拳
法
競
技
で
、
矢
部
高
校
が
男
女
と

も
団
体
戦
で
優
勝
を
果
た
し
、
個
人
で

は
男
子
が
優
勝
、
女
子
が
上
位
３
位
を

独
占
し
全
国
大
会
へ
の
出
場
切
符
を
手

に
し
ま
し
た
。

　

矢
部
高
校
日
本
拳
法
部
は
２
０
０
４

年
に
創
部
さ
れ
、
現
在
は
部
員
13
名
。

創
部
２
年
目
か
ら
指
導
に
あ
た
ら
れ
て

い
る
濵
監
督
の
も
と
、
部
員
の
努
力
に

よ
り
こ
れ
ま
で
も
数
々
の
成
績
を
残
し

て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
全
国
大
会
に

向
け
て
主
将
の
小
田
亮
太
さ
ん
は
、「
全

国
制
覇
を
目
指
し
て
、
一
戦
で
も
多
く

勝
ち
進
み
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
、
県
免
許
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
二
輪
車
安
全
運
転
熊

本
大
会
で
、
矢
部
高
校
二
輪
車
競
技
部
と
矢
部
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

結
成
チ
ー
ム
が
県
予
選
で
、
団
体
・
個
人
と
も
に
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
大
会
に
向
け
て
キ
ャ
プ
テ
ン
の
西
真
人
さ
ん
は
、「
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
、
個
人
戦
も
団
体
戦
も
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
。」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
三
重
県
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

県大会結果
男子・女子団体優勝

男子個人・西山　文哉さん（優勝）

女子個人・藤川　千夏さん（優勝）

　　　　　黒田　知誉さん（２位）

　　　　　岡本優衣香さん（３位）

県大会結果
高校生クラス　矢部高　　緑科学科　西　　真人さん

女性クラス　　矢部高　食農科学科　山田　幸代さん

一般Bクラス（1100cc）白小野　　本田　和幸さん

日
本
拳
法
部

日
本
拳
法
部

二
輪
車
競
技
部

二
輪
車
競
技
部

代掻き 田植え泥リンピック！？

　

６
月
21
日
、
山
都
町
中
央
公
民
館

で
「
平
成
25
年
度
山
都
町
茶
品
評
会
」

が
開
か
れ
、
山
都
町
内
の
生
産
者
が
、

釜
炒
り
製
玉
緑
茶
の
部
に
21
点
、
蒸

し
製
玉
緑
茶
の
部
に
30
点
を
出
品
し

ま
し
た
。
審
査
に
は
熊
本
県
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
所
な
ど
の
職

員
が
あ
た
り
ま
し
た
。

　

審
査
項
目
は
外
観
（
お
茶
の
形
）
20

点
、
香
気
（
お
茶
の
香
り
）
75
点
、
水

色
（
お
茶
の
お
湯
の
色
）
30
点
、
滋
味

（
お
茶
の
味
）
75
点
の
合
計
２
０
０
点

満
点
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

釜
炒
り
製
玉
緑
茶

　

１
等　

下
田　

房
夫　
（
犬
飼
）

　

２
等　

松
本　
　

茂　
（
犬
飼
）

　

２
等　

杉
本　

直
道　
（
目
丸
）

　

２
等　

阿
部　

主
税　
（
犬
飼
）

　

３
等　

渡
辺　

憲
治　
（
北
中
島
）

　

３
等　

井
手　

敏
博　
（
猿
渡
）

　

３
等　

荒
木　

精
之　
（
島
木
）

　

３
等　

後
藤　

孝
徳　
（
犬
飼
）

蒸
し
製
玉
緑
茶

　

１
等　

藤
原　

優
徳　
（
島
木
）

　

２
等　

増
本　

廣
美　
（
牧
野
）

　

２
等　

渡
辺　

成
善　
（
北
中
島
）

　

２
等　

藤
本　

誠
一
郎　
（
入
佐
）

　

３
等　

藤
岡　

英
隆　
（
藤
木
）

　

３
等　

中
村　

豊
光　
（
犬
飼
）

　

３
等　

岩
永　

道
治　
（
島
木
）

　

３
等　

橋
本　
　

博　
（
男
成
）

　

３
等　

江
藤　

孝
義　
（
北
中
島
）

　

３
等　

下
村　

幸
治　
（
目
丸
）

　

３
等　

坂
本　

和
弘　
（
男
成
）

　６月 13 日、矢部小学校児童５年生が代
掻きを通潤橋前の棚田で行いました。始め
に田小野の野口尚之さんと千滝の野口慎吾
さんから代掻きのやり方や、意味の説明を
受けた児童たちは実際に田んぼに入り代掻
きを体験しました。もともと岩山を開田したため、石や岩がゴロゴ
ロとしており、児童たちは足を踏み入れて石を取り除きました。
　その後は、児童たちが代掻きをした田んぼでお楽しみの泥リンピ
ックが開催。綱引きやサッカー、ドッジボールを泥だらけになりな
がら皆で楽しみました。
　６月 17 日、今度はその代掻きをした棚田に田植えを行いました。
代掻きの時は田んぼに入る際に「気持ち悪い」と躊躇していた児童
たちも慣れたもの。苗を手に取ると目印の場所へ次々と手際よく植
えていました。
　今回、児童たちが植えた苗は土の代わりに竹の粉で出来た苗を使
用。ひと通り植え終わった後は、竹を粉末状にした粉を田んぼ全体
に蒔きました。この竹には土壌を改良する作用があるとのこと。

　入佐地区で６
月14日、熊本市
の国府高校商業
科マーケティン
グコース３年生
が田植え体験を
しました。これ
までに田植えを
経験したことが
ある生徒は少数
で、山都町有機農業協議会の方々が直接
指導しました。実際に田んぼに入ると初
めての感触に生徒は皆大騒ぎ。始めはぎ
こちなかった田植えも、数をこなすごと
に上達し一枚の田んぼに植え終わりまし
た。生徒たちの田植えを指導しながら見
守られていた藤本さんは、「米が出来る
までにどれだけ労力が掛るかを生徒たち
に知ってもらうためにはとても良い機会
だと思う。これを通して生徒たちに、食
についてもう一度見つめなおしてもらえ
れば嬉しい。」と話されました。

基幹産業の農業体験基幹産業の農業体験
代掻きから田植えまで実際に足を踏み入れて
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移住希望者のための

「短期滞在施設」を貸し出します。
　町では、旧蘇陽病院医師住宅（６戸）を、山都町への移住希望者が町内で一定期間生活体験ができる「短
期滞在施設」として貸し出しを始めました。
　これは、移住希望者が実際に山都町に滞在することで、町の風土を体感しながら、住民や地域との交
流や各種体験を通じて山都町のことを知っていただいたり、移住のための住宅探しや空き家の改修・修
繕を行っていただくなど、移住の足がかりとして滞在していただくための施設です。
　施設の状況や申請方法など詳しくは町ホームページをご覧頂くか、企画振興課（73-0410）にお問い
合わせください。

～なぜ「移住」対策なのか～
　山都町は、熊本県下で３番目に人口減少率が高く、厚生労働省が公表した 2040 年の人口では、
高齢化率 55.4％（県下最高予測値）、人口も現在の約半数の 8712 人になると予測されています。
今後、町内多くの地域において集落機能の維持・確保が課題になっていくと予想されます。
　現在山都町にお住まいの町民皆さまが「定住」するための取り組みはもちろん、地域活性の即戦
力として期待できる「移住」に対する取り組みも、山都町では重要な施策です。

金内地区（矢部）　～地域住民と移住された方が共に活躍される地域をご紹介します～
金内地区では、近年３組のご家族等が地域内の空き家を利用し移住されました。皆さん、地域の一
員として共同活動や地域づくりに活躍されています。移住者の方、地域の方からそれぞれ代表して
お話を伺いました。

　地域の小学校も統合し、１人住
まいのお年寄りが施設に入所する
など空き家が増えていく中で、地
域の人口減と少子高齢化を身にし
みて感じています。
　３家族の皆さんには予想もして
いなかった当地区への移住を希望
されびっくり。組入はもちろん、
地域のスポーツや各種行事にも
積極的に参加され、感謝とともに
「ご縁」を感じています。今後も
移住への支援を行い、地域の活性
化に繋げていきたいです。

　東日本大震災の後、埼玉県から
移住して１年半になります。最初
は農道整備や葬儀手伝いなどこの
土地ならではの共同作業に驚いた
こともありましたが、ここには都
会で失われつつある近所同士の繋
がりや助け合いの精神がしっかり
残っていて、あらゆる意味で豊か
な場所だと実感しています。「住
む人があってこその町」。移住者
が増えることで町の活性化に繋げ
ることができるよう、私たちも何
かお手伝いできればと思います。

埼玉県から移住
熊本さんご一家

金内区長
山本廣則さん

「短期滞在施設活用イメージ」

■最長１年間の滞在
■施設使用料 (月額 )：
　13,000円～16,400円

地域性や人柄を
お互いに知り合う
機会・時間

地域交流

情報収集

各種体験
イベント参加

居住地探し

空き家の改修

山都町における行政改革に関する取組みについて
　山都町では、コスト削減やサービス向上を目的として、合併直後、行政改革大綱を作成し、役場
の組織や機能、制度などの改革（行政改革）に取り組んできました。
　平成 17 年２月に合併し、あと１年半程度で 10 年の節目を迎える中、今回、現段階における行政
改革大綱に係る取組み状況と今後の取組み予定をお知らせします。

行政改革大綱に掲げる主な取組み事項と取組み結果
○事務事業の見直し
•事務事業の進ちょく度合いを客観的に確認するための評価制度は、構築できていません。
•地域協働の取組みとして、自治振興区を立ち上げ、自主的な地域社会の運営や地域振興が進
んでいます。

○組織のあり方の見直し
•平成 18 年度において、本庁及び総合支所の課・係の再編統合を図りましたが、抜本的な再
編までには至っていません。

○定員管理計画の見直し
•職員数については、平成 17 年４月と比較し、平成 25 年４月時点で 66 人減少し、356 人（そ
よう病院 65 人含む）となっています。

○給与水準の見直し
•社会情勢等の変化を踏まえ、各種手当ての見直しを行いました。

○職員の意識改革の推進
•山都町人材育成基本方針を策定していますが、運用までには至っていません。
•町村会や市町村アカデミー等の研修会への派遣のほか、各種団体研修会を活用したり、県等
への派遣により、職員の意識改革を図っています。

○地方分権、三位一体の改革を踏まえた対応
•経費節減や合理化については、行政評価制度や職員提案制度を試行しましたが、制度化には
至っていません。
•地方交付税の合併算定替による交付額の削減に対応するため、今後 10 年間の中期財政計画
を策定する予定です。
•経常的な補助金等について、事務事業評価制度が未構築であり、効果等を踏まえた整理等が
実施できていません。

今後の取組み体制と予定している検討事項
○今後の取組み体制
•庁内で組織した行政改革推進本部（本部長：町長）や同本部幹事会（幹事長：副町長）を中心に、
さらなる検討を行っていきます。

○予定している検討事項
•新庁舎完成及び合併 10 年に向けた組織（事務事業含む）の見直し
•町の第２次総合計画の策定に合わせて、行政評価制度を構築
•その他行政改革に関する課題

　※今後も検討状況等の進ちょくについては、議会報告や広報等を用いて周知いたします。
　※行政改革大綱と合併協定項目の実施状況を町ホームページに公表しています。

1011



★わくわく号8月の運行予定★

図書館情報
 －読書とは心の中に蓄えておきたい言葉と出逢うことです－

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日
　本館・蘇陽（月曜日・月末日・祝日・GW・お盆・年末年始）
　清和（GW・お盆・年末年始）

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに
　必要ですので必ずお持ち下さい。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参に
　ご協力下さい。

蘇陽地区

　　　　　     

　月　日 　　　　　　　　巡回場所・時間
8月 7 日(水）   蘇陽南小学校（午後1時～）  馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）
　　　　　     蘇陽小学校（午後3時～） 
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
8月 8 日(木)  ブルーベリーの家（午前10時30分～） 
　　　　　     蘇陽総合支所　（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～） 
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）
8月 9 日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時30分～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～） 
　　　　　     上差尾・興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾・まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　巡回場所・時間
8月28日(水)　 金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　藤木（午後1時15分～）
　　　　　　　改善センター（午後2時～）
　　　　　　　白小野（午後2時30分～）
8月29日(木)　 稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時10分～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　菅・鮎の瀬（午後3時～）
8月30日（金）　風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　巡回場所・時間
8月20日（火）  小峰保育所（午前10時～）   清和小（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中（午後1時～）
8月21日（水） 原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田公民館（午前11時～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時30～）  支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

　ピエロの会による読み語り講習会が図書館ホールにて開催されまし
た。５月１６日は「矢部小学校家庭教育部」５月２１日は「潤徳小学校
母親部」のみなさんがそれぞれ受講されました。
　講習会の内容は、
・「歯医者のチュー先生」「チムとゆうかんなせんちょうさん」「ぼくが
　いちばんのぞむこと」などの絵本の読み語り実技が行われ、読み語
　りの基礎・練習・時間・図書館利用について。
・子ども達の前頭全野の発達が大切な時期での言葉の大切さ、文字
　を知ることの重要性について。
・読み継がれてきた長生きの本の紹介。選書の重要性について。
・絵本や物語を自身が読むことによって、子育てで助けられることもある。子育てのすばらしいヒントともなること。
・読み語り活動を通じて、子ども達に元気をもらう体験談。
など、読み語りに参加されている方だけでなく、子育て中の保護者にもぜひ聞いて頂きたい内容です。
　受講された方はみなさん熱心に学ばれ、質疑応答を通しても理解を深めて頂けました。受講されて、ますますやる気
まんまんになられたようです！

　今年も道の駅清和文楽邑を会場に、500冊もの絵本と児童書がすてきな物語の空間を作り出します。日替わりの
ワークショップも勢ぞろい！すてきな夏の思い出作りにぜひお越し下さい！

※休館日の返却は、本館・蘇陽分館は返却ボックスをご利用下さい。
　清和分館には返却ボックスがございませんので、ご注意下さい。
　尚、ＤＶＤ・ＣＤは破損の恐れがありますので、返却ボックスへの投入は出来ません。
　ご不明な点は各図書館へお問い合わせ下さい。

ピエロの会による読み語り講習会

山都町図書館だより 声の灯り
ー71号ー

涙が出そうになった時、友だちとけんかした時、あなたの心にぴったりの言葉があるはず。
さぁ、絵本の扉を開けてごらん。魔法の言葉が、きっとあなたを笑顔にしてくれる！

※小学校・各団体にて読み語り講習会を受講されたい方は、詳細については各図書館へお問い合わせ下さい。
　日時・場所などの調整を致します。

※詳細は後日配布のチラシをご確認下さい。
※事前申し込みの必要なワークショップがございます。お早目の申し込みをよろしくお願い致します。

７月２７日（土） 楽しいよ！バルーンアート（午前・午後ともに先着５０名）
  川の生き物調べ（要事前申し込み・親子２０組・保険料１００円）
  清和文楽邑　影絵劇・まつぼっくり劇場「ないた赤鬼」前売りチケットあり
７月２８日（日） 天まで届け！１，２，３紙コプター（午前・午後ともに先着５０名）
７月２９日（月） 調べてみよう・感じてみよう　食べもののふしぎ（午前・午後ともに先着３０名）
７月３０日（火） 作って遊ぼう　竹の水鉄砲（午前・午後ともに先着２０名）
  ペーパークラフト　動物園や水族館の仲間たち（午前・午後ともに５０名）
７月３１日（水） ＮＰＯ法人劇団道化人形劇「のらペンギンのペンじろう」（要事前申し込み先着・２００名）
  みんなであそぼうボードゲーム（人数制限なし）
８月１日（木） 講演「メディアとの上手なつきあいかた」講師：田澤雄作氏（団体は要事前申し込み）
  Myメモ帳を作ろう（人数制限なし）
８月２日（金） ペーパーズレストラン・紙で作るハンバーグやスイーツ（人数制限なし）
  夜の絵本カーニバル「絵本と音楽の夕べ」入場料５００円

８月
休館日のお知らせ

 　  8／13（火）　  8／14（水）     8／15（木）
本　　館　　　開 館　　　   休 館　   　　休 館
清和分館　　　休 館　　　   休 館　   　　休 館
蘇陽分館　　　開 館　　　   休 館　   　　休 館

9月
 　   9／7（土）　    9／8（日）      9／9（月）
本　　館　　　休 館　　　   休 館　   　　休 館
清和分館　　　開 館　　　   開 館　   　　開 館
蘇陽分館　　　開 館　　　   開 館　   　　休 館　
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知って得する知って得する
健康講座健康講座

知って得する
健康講座

特 集特 集特 集
医師　竹本　隆博

第56集　「ハチ刺され」

「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域住
民に親しまれる病院を目指します。」

～そよう病院基本理念～

リハビリテーション科　興梠　ともみ

第14集
「糖尿病の運動療法について」

家庭でできる家庭でできる
リハビリリハビリ

家庭でできる
リハビリ

特 集特 集特 集

そよう病院病院だよりそよう病院だより

　糖尿病の治療には、食事療法・薬物療法・運動療法があり、今回は運動
療法についてお話します。

次回は肩こり体操についてお話しします。

　ミツバチ、アシナガバチ、スズメバチなどに刺
された際に症状が出ます。ミツバチに刺された時
は痛みや腫れは比較的軽度ですが、アシナガバチ
はミツバチに刺された時よりも強い痛みがあり、
刺されたところは大きく赤く腫れます。重症で
は、じんましん、発熱、嘔吐などの症状がみられ
ます。スズメバチはハチ刺されの中では一番怖い
もので、刺されると激痛が走り広範囲に赤く腫れ
ます。重症の場合、発熱、嘔吐、呼吸困難、肝機
能障害などが起こります。急性アレルギー反応で
あるアナフィラキシーショックに陥ると命に関わ
ることもあります。

　刺された部位の発赤やかゆみに
は副腎皮質ステロイドの外用薬を
塗ります。症状が強い場合は抗ヒ
スタミン薬やステロイド薬の内
服、注射などを行います。ショッ
ク状態になると輸液や酸素吸入を
しながらアドレナリンを注射しま
す。アンモニア水は、ハチ刺され
に効果がないだけでなく皮膚炎を
引き起こすこともあるのでやめて
ください。

　ハチに刺された状況がはっきりしている場合は容易に診断できます。ハ
チ毒に対するアレルギー体質をもっているかどうかは血液検査（IgE-RAST）
で推定することができます。

（以前、広報やまと第 52 号に掲載されたものを改編・再載しました。）

　ハチ刺されの頻度や体質によってかな
りの個人差があります。通常、刺された
瞬間に疼痛を感じ発赤を生じますが、初
めてのハチ刺されの場合は１～２時間で
おさまります。その後、局所が赤くはれ
てかゆみや痛みを伴う場合もあります。
体質によっては刺された直後から全身の
かゆみや息苦しさ、腹痛、気分不良など
の全身症状を生じることがあり、ひどい
場合は血圧が低下してショック状態にな
り死に至る例もあります。

　どのハチでも、襲われたならば近くに巣があるかも
しれません。まずはその場を離れましょう。秋にはハ
チの攻撃性が高まるのでとくに注意が必要です。安静
にして刺された部位を冷やして様子を見、症状が強い
場合は医師の診察を受けてください。以前にハチに刺
されて激しい症状が出た人や、刺されて１時間以内に
全身のかゆみ、気分不良、息苦しさなどの症状が出た
場合は生命の危険がありますので直ちに救急車を呼ん
でください。ハチに刺されてショック症状を来す可能
性が高い人は、専門医を受診してあらかじめアドレナ
リン自己注射薬（エピペン）を処方してもらい、常に
携帯しておく必要があります。

　ハチ刺されの多い時期がやってきました。例年、4月から増え始めて7月か
ら10月にかけて多発します。ハチ刺されとはハチ類の毒針に刺されることで
生じる皮膚炎であり、通常は痛みやはれなどを生じるだけですが、時に全身の
症状を来し、生命に関わることもあります。

原因 症状の現れ方

ハチに刺された場合

検査と診断

治療の方法

○無酸素運動…100 ｍ走、筋トレ　等
○有酸素運動…ウォーキング、ジョギング、自転車　等
※糖尿病に効果があるのは、有酸素運動と言われてい
ますが、有酸素運動と併用して筋力トレーニングを
行うことで、基礎代謝の増加や筋力増強になります
ので、併用して行うようにしましょう。

　残念ながら温水プール
等の施設がない山都町で
は手軽にできる有酸素運
動として “ウォーキング ”
が最もおすすめです。
○ウォーキングの正しい姿
勢について説明します。
☆歩幅は広く
☆着地はかかとから
☆背筋を伸ばして姿勢
良く

　運動時に心拍数を目安にすると良
く、糖尿病の運動時の目標心拍数は、
計算で出す事が出来ます。
⇒　（220 －年齢）× 0.6 ～ 0.8
例：60 歳⇒（220 － 60）× 0.6 ～ 0.8　
　　　＝ 96 ～ 128 拍
　計算で出た目標心拍数が、カロリー
を消費しやすく、全身の血流循環の改
善に最も良いとされ、糖尿病の患者様
に適しています。ただし、不整脈があ
る人や心拍数を測定するのが大変な方
は、自分の体感を目安にします。「気
持ちよく、楽に動ける感じ」から「汗
ばんでくる」程度が良いです。

○週に３～５回を、数ヶ月継続
　（間を２日以上空けてしまうと
　 効果が出ません。運動を開始
　 して１ヶ月後ぐらいから効果
　 が出るとされているので継続
　 する事が大切です。）
○１回の運動時間は、30分～60分
　（無理はせずに徐々に時間を延
　長しましょう。）
○運動開始は、食事摂取30～60分
　経過後
　（低血糖を起こしにくく、食後
　の高血糖も抑えることができ
　ます。）

○血圧がいつもより高
　く、180mmHg以上
　の時
○体調が悪い時
○強い空腹時
　※糖尿病の合併症
　　（網膜症・腎症・
　　神経症）がある
　　人は、運動によっ
　　て症状が悪化す
　　る恐れもありま
　　すので、主治医
　　に相談して下さい。

運動の種類

運動の強度 運動時間と運動回数 運動を行わない
方が良い時

○インスリン感受性の亢進（こうしん）、血糖管理の改善、 
　体重減少、筋肉量増加による基礎代謝の増加など

運動の効果 ウォーキングについて
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夫婦岩に集合した参加者のみなさん

★スポーツの結果★

御所A

バレー協会

馬
見
原
に
早
朝
い
ら
っ
し
ゃ
い

〜
馬
見
原
夢
街
道
朝
市
〜

竹
炭
づ
く
り
を
体
験

　

６
月
29
日
、
黒
川
の
炭
焼
き
場
で
竹
炭
・

木
炭
づ
く
り
の
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
炭
づ
く
り
に
参
加
し
た
の
は
尚
絅

大
学
の
学
生
２
名
。
は
じ
め
竹
炭
・
木
炭
の

作
り
方
や
炭
窯
の
作
り
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
実
際
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し

て
竹
割
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
事
を
企
画
さ
れ
た
澤
村
さ
ん

は
、
「
こ
の
竹
炭
づ
く
り
が
早
く
地
域
に
根

付
い
て
ほ
し
い
。
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
体
験
行
事
が
終
了
し
た
ら
皆
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　

熊
本
善
意
銀
行
か
ら
浜
美
荘
の
入
所
者
へ

ト
マ
ト
ゼ
リ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ゼ

リ
ー
は
（
株
）
興
農
園
（
熊
本
市
北
区
植
木

町
）
か
ら
「
お

や
つ
の
時
に
で

も
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と

善
意
銀
行
を
通

じ
て
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

６
月
23
日
、
馬
見
原
の
交
流
広
場
で
朝
市

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

曇
り
空
で
し
た
が
、
早
朝
か
ら
開
催
さ
れ
た

朝
市
に
は
口
コ
ミ
な
ど
で
知
っ
た
人
た
ち
が

詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
新
茶
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
商

品
、
古
着
な
ど
の
販
売
の
他
、
「
そ
よ
風
の

ふ
る
さ
と
」
の
演
奏
や
、
モ
ン
ゴ
ル
民
謡
オ

ル
テ
ィ
ン
ド
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
数
多
く

の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
朝
市
の
最
後
に
は
抽
選
会
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
朝
市
の
発
起
人
で
あ
る

深
田
さ
ん
は
「
今
回
は
地
元
の
商
店
や
五
ヶ

瀬
か
ら
店
舗
を
呼
び
、
小
規
模
に
開
催
し
ま

し
た
。
今
後
ど
う
い
っ
た
方
向
性
を
持
っ
て

朝
市
を
継
続
し

て
い
く
か
が
課

題
で
す
。
」
と

話
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
朝
市

は
今
後
も
毎
月

第
２
、
第
４
日

曜
日
に
開
催
を

予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

園
児
も
ラ
イ
ブ
に
参
戦
！！

〜
サ
ン
ド
ラ
が
保
育
園
で
ラ
イ
ブ
〜

馬
見
原
を
歩
こ
う

　

６
月
８
日
、
そ
よ
う
病
院
周
辺
で
馬
見

原
買
い
物
支
援
協
議
会
（
宮
部
博
文
会
長
）

主
催
の
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
験
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、

２
本
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
ポ
ー
ル
を
操
っ

て
歩
き
ま
す
。
姿
勢
改
善
、
足
腰
の
負
担

軽
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
認
知
症
予
防
に

も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

21
人
の
参
加
者
は
、
熊
本
県
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
連
盟
の
２
人
の
指

導
員
の
コ
ー
チ
に
よ
り
、
病
院
前
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
ポ
ー
ル
の
扱
い
方
を
習
得
。
続
い

て
、
ろ
く
ま
く
坂
を
経
由
し
て
明
神
の
本

で
折
り
返
し
、
病
院
に
帰
る
コ
ー
ス
を
歩

き
、
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
、
馬
見
原
商
店
街
周
辺
の
名
所
が
紹

介
さ
れ
た
一
周
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
馬
見

原
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
（
24
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
を
作
成
。「
馬
見
原
の
魅
力
再
発
見
と
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
、

話
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
21
日
、
浜
町
保
育
園
で
東
京
を
拠

点
に
活
動
を
し
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ

メ
ン
バ
ー
の
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

保
育
園
で
の
ラ
イ
ブ
は
全
国
で
も
今
回
が

初
め
て
と
の
こ
と
。
当
日
は
浜
町
保
育
園

の
他
、
同
和
保
育
所
の
園
児
も
集
ま
り
ま

し
た
。
ラ
イ
ブ
が
始
ま
り
、
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
演
奏
を
間
近
で

見
た
園
児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
ラ
イ
ブ

の
途
中
で
は
太
鼓
を
一
緒
に
な
っ
て
た
た

い
た
り
、
踊
り
だ
す
園
児
た
ち
で
会
場
は

大
盛
況
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ

後
は
園
児
た
ち
か
ら
の
お
礼
を
込
め
た

「
か
え
る
の
う
た
」
が
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ

メ
ン
バ
ー
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
サ
ン
バ
！
サ
ン
バ
！！

〜
あ
さ
ひ
夢
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
〜

　

６
月
22
日
、
旧
朝
日
小
学
校
音
楽
室
で

あ
さ
ひ
夢
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
今
回
は
サ
ン
バ
ダ
ン
サ
ー
の
マ
サ
シ

さ
ん
が
登
場
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
曲
に
合
わ

せ
て
ダ
ン
ス
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

今
回
は
ダ
ン
ス
披
露
だ
け
で
な
く
、
サ
ン

バ
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
も
行
わ
れ
、
最
後

は
カ
フ
ェ
店
長
で
あ
る
須
藤
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
来
場
客
全
員
で
ダ

ン
ス
を
踊
り
、
音
楽
室
全
体
が
ブ
ラ
ジ
ル

の
空
気
に
染
ま
り
ま
し
た
。
今
回
、
ダ
ン

ス
を
披
露
さ
れ
た
マ
サ
シ
さ
ん
は
、「
山

都
町
の
人
た
ち
の
ノ
リ
の
良
さ
に
は
驚
い

た
。
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
一
緒
に
踊
り

た
い
。」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

●第１２回山都町ソフトバレーボール大会
７月１日～２日
トリムAの部（39歳以下）
優　勝　御所A　
準優勝　中島東部

トリムBの部（40歳以上）
優　勝　バレー協会　
準優勝　中島東部

●郡民体育祭期日前競技
７月７日
優　勝　バレーボール男子

　

６
月
14
日
、Ｊ
Ａ
上
益
城
山
都
町
酪
農
女
性

部
の
皆
さ
ん
が
、町
や
警
察
署
、消
防
署
な
ど
に

牛
乳
を
贈
り
ま
し
た
。「
父
の
日
に
牛
乳（
ち
ち
）

を
贈
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」は
熊
本
県
大
津
町
が

発
祥
の
取
り
組
み
で
、
全
国
へ
と
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。牛
乳
に
は
、
筋
肉
や
血
液
を
作
る

良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
、骨
を
丈
夫
に
す
る
カ
ル
シ

ウ
ム
、
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な

栄
養
素
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。良

質
な
サ
プ
リ
メ

ン
ト
と
も
い
え

る
牛
乳
を
た
く

さ
ん
飲
み
ま

し
ょ
う
。
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公
共
事
業
等
か
ら

公
共
事
業
等
か
ら

　

暴
力
団
排
除
を
推
進

　

暴
力
団
排
除
を
推
進

　

６
月
19
日
、
公
共
事
業
等
か

ら
の
暴
力
団
排
除
を
徹
底
す
る

た
め
、「
山
都
町
が
行
う
公
共
事

業
等
か
ら
の
暴
力
団
排
除
を
推

進
す
る
合
意
書
」
の
調
印
式
が
、

山
都
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
都
町
が
行
う
公
共

事
業
等
か
ら
、
不
当
な
行
為
に

よ
っ
て
住
民
生
活
や
経
済
社
会

に
多
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め
、

町
と
警
察
機
関
と
の
間
で
暴
力

団
に
関
す
る
照
会
や
情
報
提
供

を
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。
熊
本
県
下

に
は
、
未
だ
多
く
の
暴
力
団
員

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
建
設
業

な
ど
に
な
り
す
ま
し
て
自
治
体

が
行
う
公
共
事
業

に
介
入
す
る
者
も

あ
り
、
今
後
も
暴

力
団
の
排
除
を
徹

底
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
工

藤
町
長
は
、「
山
都

町
住
民
の
安
全
で

平
穏
な
生
活
の
確

保
と
健
全
な
公
共

事
業
の
執
行
体
制

を
構
築
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

調印式で握手を交わす松永山都警察署長

山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

飲酒ＯＦＦ　携帯ＯＦＦで　エンジンＯＮ（浜町　込山憲子）
安全は　みんなが守ってできるもの（中島小　阪本えり）

山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご紹介していきます。

（学校名は当時）

平成２平成２5年度交通安全標語コンクール　入選作品年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２平成２5年度交通安全標語コンクール　入選作品年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２5年度交通安全標語コンクール　入選作品

　山都町内における刑法犯発生件数（上半期）は、６月が終わって
20件（前年同期比－４）と昨年より減少しています。
　しかし依然として無締まり箇所から自宅に侵入する「空き巣」が
発生しています。短時間でも外出の際は必ず戸締まりを行い、自転
車やバイクには二重ロックを確実に行いましょう。

　６月末の山都町における人身事故発生件数は、昨年同時期より＋
９件（約60％）も増加しています。主な原因は漫然運転によるもので
す。ハンドルを握ったら運転のみに集中し、少しでも眠気や疲労を
感じた時は、積極的に休憩するなど漫然運転を防止しましょう。

とにかく鍵掛け！とにかく鍵掛け！

昨年同時期より60％増加！昨年同時期より60％増加！

～二重ロックの徹底を～～二重ロックの徹底を～

～漫然運転の防止～～漫然運転の防止～

ロックの日の防犯キャンペーン

保育園における交通安全教室

20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年
年間発生件数 66 47 41 41 37
上半期 35 28 20 19 24 20

〈過去５年間の刑法犯の発生件数〉

20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年
年間発生件数 38（2） 36（0） 45（2） 39（1） 35（0）
上半期 19（0） 19（0） 26（1） 20（1） 14（0） 23（0）

〈過去５年間の刑法犯の発生件数※（）内は死者数〉

犯罪犯罪

交通事故交通事故

☆「かかり木処理」は慎重に！
　林業労働災害における死亡災害のうち、その約７
割が木の伐採作業中に発生。
（全国での平成 23 年発生の死亡災害人数：38 人）
（木の伐採作業中の死亡災害 26 人→発生率 68％）
　その中でも「かかり木処理」の作業は、特に危険
を伴うため、慎重な作業を心がけるとともに、次の
行為は絶対に行わないようにしてください。

☆「３つの約束」を守って！
　木の伐採などの作業を行うときは、次の３つの
約束を守り、くれぐれも安全な仕事を心がけましょ
う。
約束１：作業を行う際は必ずヘルメットをかぶる
約束２：作業は必ず２名以上で行う
約束３：作業はお互いの安全な距離を確保して行

い、斜面での上下作業は絶対に行わない

「林業労働災害ゼロ」を目指して
～怖いのは慣れた作業とその油断～

（平成25年度 林材業労働安全標語）
前期林業労働災害防止キャンペーン（６月１日～７月31日）

☆「マダニ」や「蜂」に注意！
【マダニにかまれないための対策】
　・衣服は襟首やそで口、すそからダニが入り込まな

いよう、そで締まり、すそ締まりの良いものを
着用する

　・休憩時間等に衣服を叩いてダニを落としたり、地
面に直接座らない

　・必要に応じてダニ忌避剤を使用する
　・就業時にお互い服にダニが付いていないか等確認

する
　・野生動物には直接手を触れない

【もしもかまれたら】
　・基本的には自分で取ったりせず、皮膚科医師によ

り取り除いてもらう
　・感染症の初期症状と思われる症状（発熱や倦怠感）

が現れた場合は医療機関で処置、治療を受ける

【蜂にさされないための対策】
　・巣の近くで作業をしない（場所が分かっている場合）。
　・長袖、長ズボン等、適切な服装で作業をする（腕

や手、頭や顔は刺されやすいといわれています）。
また黒っぽい服装は避け、できるだけ白色系の
服装とする。

　・蜂の殺虫剤スプレーを携行する。
　・防蜂手袋、防蜂カバーなどを着用する。

☆夏場の作業は「熱中症」に気を付けて！
【熱中症予防対策】
　・ヘルメットの着用等、頭を長時

間露出しない。
　・こまめに水分を摂取するととも

に、たくさん汗をかいたら塩分補給も忘れずに。
　・日陰を利用して適度な休息をとる。
　以上の予防対策を守って、安全な作業を心がけま
しょう。

☆「ひと声」かけて！
　休日の日や仕事での移動中等に危険な作業を
行っている人を見かけた時は、「ヘルメットかぶっ
たほうが良いですよ」、「その作業は危ないですよ」
等、勇気を持ってひと声かけていただくようお願い
します。
　勇気あるあなたのひと声が「大切な命　　　」を
救います！
　死傷災害は、ご本人やご家族、ご親戚や職場の仲
間にとっても非常に悲しいことです。
　絶対に労働災害が起こらないよう、「林業労働災
害ゼロ」の実現へ向け、県民それぞれの心がけで頑
張っていきましょう！

○熊本県農林水産部森林局林業振興課 林業担い手育成班
　（TEL：096-333-2444　FAX：096-381-8710）
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　６月 15 日、第 36 回へき地保育所合同運動会が開催されました。会場となった中央体育
館には、御所・小峰へき地保育所 25 名の園児と家族が勢ぞろいし、かけっこや技巧走、
リズム、大玉転がし、玉入れ等々祖父母や保護者、来賓らも加わり終始和やかな雰囲気の
なか、へき地保育所ならではの楽しい一日となりました。

　６月 15 日、第 36 回へき地保育所合同運動会が開催されました。会場となった中央体育
館には、御所・小峰へき地保育所 25 名の園児と家族が勢ぞろいし、かけっこや技巧走、
リズム、大玉転がし、玉入れ等々祖父母や保護者、来賓らも加わり終始和やかな雰囲気の
なか、へき地保育所ならではの楽しい一日となりました。

　６月 15 日、第 36 回へき地保育所合同運動会が開催されました。会場となった中央体育
館には、御所・小峰へき地保育所 25 名の園児と家族が勢ぞろいし、かけっこや技巧走、
リズム、大玉転がし、玉入れ等々祖父母や保護者、来賓らも加わり終始和やかな雰囲気の
なか、へき地保育所ならではの楽しい一日となりました。

みんなでがんばります！みんなでがんばります！みんなでがんばります！

友達も今日はライバルだ！友達も今日はライバルだ！友達も今日はライバルだ！

早く来ないとおいてくよ。早く来ないとおいてくよ。早く来ないとおいてくよ。

パパ・ママ待っててね。パパ・ママ待っててね。パパ・ママ待っててね。

カッコいい姿を見せます。カッコいい姿を見せます。カッコいい姿を見せます。

くまモン？から皆に
頑張ったで賞
くまモン？から皆に
頑張ったで賞
くまモン？から皆に
頑張ったで賞

たまにはこんな子も…。たまにはこんな子も…。たまにはこんな子も…。

一生懸命踊ります。一生懸命踊ります。一生懸命踊ります。

パパ・ママには負けないよ！パパ・ママには負けないよ！パパ・ママには負けないよ！

勝負に大人子供は関係ない！勝負に大人子供は関係ない！勝負に大人子供は関係ない！

県歯科医師会が毎年実施している、歯と口の図画・ポスター・標語作品コン県歯科医師会が毎年実施している、歯と口の図画・ポスター・標語作品コン
クールで、蘇陽小学校４年の藤原奈央くんが熊本県歯科医師会賞を受賞しましクールで、蘇陽小学校４年の藤原奈央くんが熊本県歯科医師会賞を受賞しまし
た。藤原くんが受賞した部門はポスター部門。兄弟と仲良く歯磨きをする様子た。藤原くんが受賞した部門はポスター部門。兄弟と仲良く歯磨きをする様子
と、「歯磨き楽しいな」の文が書かれています。今回の受賞について藤原くんは、と、「歯磨き楽しいな」の文が書かれています。今回の受賞について藤原くんは、
「絵を描くのはちょっと苦手。でも受賞出来てとても嬉しい。」と笑みをこぼし「絵を描くのはちょっと苦手。でも受賞出来てとても嬉しい。」と笑みをこぼし
ていました。ていました。

藤原奈央くん（蘇陽小学校４年生）熊本県歯科医師会賞を受賞藤原奈央くん（蘇陽小学校４年生）熊本県歯科医師会賞を受賞
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▼
馬
見
原
酔
山
会

新
し
き
靴
に
上
着
に
山
開
き 

畑
野
フ
ミ
ヨ

田
植
機
の
泥
誇
ら
し
く
上
が
り
来
る 

赤
崎　

志
朗

蚊
の
声
や
眼
を
凝
ら
し
つ
つ
本
を
置
く 

兼
瀬　

哲
治

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

若
楓
影
落
し
つ
ゝ
さ
ゆ
ら
げ
り 

赤
澤
冨
美
子

麦
秋
の
古
墳
訪
ね
る
旅
一
と
日 

天
崎　

信
恵

開
花
待
つ
静
け
さ
に
あ
る
菖
蒲
園 

原
田　

和
子

杉
山
に
求
め
植
え
た
る
桜
苗
木

　
　
　
　
　
　
　

後
の
世
の
人
如
何
に
使
う
や 

田
代　

エ
ミ

「
前
進
」
の
言
葉
の
裏
に
秘
め
ら
れ
し

　
　
　
　
　
　
　

被
災
者
の
思
い
知
る
由
も
な
し 

今
村　

芳
子

重
ね
着
に
幼
き
命
閉
じ
込
め
て

　
　
　
　
　
　
　

春
の
筍
顔
出
し
た
り 

古
閑
比
奈
子

▼
通
潤
句
会

田
植
へ
歌
聞
く
こ
と
も
な
く
終
り
け
り 

菅　

清
次
郎

夏
蕨
父
の
墓
標
に
寄
り
添
へ
り 

菊
池　

成
河

▼
清
和
短
歌
会

植
え
つ
ぎ
の
手
を
止
め
仰
ぐ
不
如
帰

　
　
　
　
　
　

い
ず
こ
に
わ
た
る
群
青
の
空 

兼
瀬　

哲
治

人
生
は
刻
一
刻
と
消
え
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
一
瞬
を
情
楽
し
く 

小
崎　

孝
行

娘
と
と
も
に
短
歌
を
読
み
合
ふ
身
の
幸
を

　
　
　
　
　
　
　
　

誰
に
告
げ
な
む
若
葉 

山
本　

フ
サ

山都町の人口
〔平成25年６月30日現在〕

男　　8,286人    （－5）
女　　8,858人  （－12）
計　 17,144人  （－17）
世帯   6,763戸    （+4）
※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※１月１日～６月30日の出生届数
　52人（うち６月は６人）
※１月１日～６月30日の死亡届数
　157人（うち６月は22人）

子
ど
も
の
人
権
を
守
る

〜
児
童
虐
待
の
防
止
〜

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
は
、

１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）に「
児

童
福
祉
法
」、
そ
し
て
１
９
５
１

年
（
昭
和
26
年
）
に
「
児
童
憲
章
」

が
制
定
さ
れ
、
１
９
８
９
年
（
平

成
元
年
）
に
国
連
で
採
択
さ
れ

た
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条

約
」
に
お
い
て
、「
子
ど
も
は
特

別
な
保
護
を
受
け
る
存
在
で
あ

る
と
と
も
に
、
自
ら
権
利
を
行

使
す
る
主
体
者
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
社
会
の
担
い
手

と
な
る
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
少
子
化
や

核
家
族
化
の
進
行
、
地
域
の
子

育
て
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、

子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
は
著
し
く
変
化
し
て
お
り
、

児
童
虐
待
、
い
じ
め
、
体
罰
な

ど
の
人
権
侵
害
、
不
登
校
や
引

き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど
も
を
め

ぐ
る
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
に

子
ど
も
へ
の
人
権
侵
害
で
は
、

児
童
虐
待
が
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス

で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
児
童
虐
待
に
は
、

殴
る
・
蹴
る
な
ど
の
暴
行
を
加

え
る
身
体
的
虐
待
、
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
す
る
・
さ
せ
る
性
的

虐
待
、
脅
し
た
り
無
視
す
る
な

ど
の
心
理
的
虐
待
の
ほ
か
、「
食

を
与
え
な
い
」「
病
気
に
な
っ
て

も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
」

「
家
や
車
内
に
放
置
す
る
」
と
い

っ
た
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
・
監

護
の
放
棄
）
な
ど
が
あ
り
、
重

大
な
子
ど
も
の
人
権
侵
害
と
な

る
ば
か
り
か
、
時
に
は
生
命
を

脅
か
し
た
り
、
心
身
に
大
き
な

傷
跡
を
残
し
ま
す
。「
子
ど
も
の

た
め
」
と
思
っ
て
行
う
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
安
全
が

守
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
虐
待
と
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
子
ど
も
に
対
す
る

人
権
侵
害
を
無
く
す
た
め
に
も
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
全
体
で
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
視
点
に

立
ち
、
家
庭
や
子
育
て
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た「
目
配
り
」

「
気
配
り
」
で
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
救
え
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
人
格
形
成

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
乳
幼

児
期
に
「
相
手
の
立
場
で
物
事

を
考
え
る
」
と
い
う
家
庭
で
の

人
権
教
育
が
何
よ
り
求
め
ら
れ

ま
す
。

迷
っ
て
い
る
親
に

　
　

暖
か
い
ま
な
ざ
し
を

一
方
で
心
配
さ
れ
る
の
は
、

「
虐
待
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ

と
に
よ
り
、
一
生
懸
命
に
育
児

し
て
き
た
日
ご
ろ
の
努
力
を
、

す
べ
て
否
定
さ
れ
た
と
保
護
者

が
感
じ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
こ
と
で
す
。
迷
っ
て
い
る
事
、

困
っ
て
い
る
事
に
つ
い
て
「
ひ

と
つ
ひ
と
つ
を
一
緒
に
解
決
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
気

持
ち
で
、
周
囲
の
人
た
ち
は
接

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、「
あ
な

た
が
し
て
い
る
こ
と
は
子
ど
も

へ
の
虐
待
な
の
だ
」
と
伝
え
る

こ
と
が
、
気
づ
き
に
繋
が
る
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど

も
へ
の
行
為
が
沈
静
化
す
る
事

も
あ
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
を

保
護
者
の
方
は
子
育
て
に
不

安
を
抱
え
た
と
き
は
児
童
相
談

所
な
ど
で
専
門
的
に
相
談
に
乗

っ
て
も
ら
う
こ
と
、
子
ど
も
虐

待
防
止
の
電
話
相
談
に
電
話
し

て
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
な

ど
、
抱
え
込
ま
ず
に
誰
か
に
相

談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
方
も
、
気
に
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
り
虐
待
の
兆
候
に

気
付
い
た
り
し
た
と
き
は
、
抱

え
込
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
大
事
な
の
は
、
子
ど
も
を

守
る
こ
と
で
す
。

８月の当番医　
８月  4 日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）
８月 11日　そよう病院（電話83-1122）
８月 18日　高田整形外科（電話72-1007）
８月 25日　坂本クリニック（電話72-0210）

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

101

和
光
教
室
書
道
部
の
田
中
邦
子
さ
ん
（
入
佐
）
作

電　話　番　号 受　付　時　間

こども１１０番 096 ‒ 382 ‒ 1110 午前９時～午後４時（平日のみ）

熊本県中央児童相談所 096 ‒ 381 ‒ 4451 午前８時 30分～午後５時15分（平日のみ）

　

〜
相
談
内
容
〜

　

子
ど
も
の
発
達
な
ど

○
こ
と
ば
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
だ

○
耳
の
聞
こ
え
が
悪
い
の
で
は
な
い
か

○
目
が
見
え
に
く
い
よ
う
だ

○
身
体
的
な
面
や
知
的
な
面
で
の
発
達
の
遅
れ
が

心
配
で
あ
る

　

性
格
・
行
動
・
し
つ
け

○
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
り
家
に
引
き
こ
も
っ
て

い
る

○
落
ち
着
き
が
な
い

○
友
達
と
遊
べ
な
い

○
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

○
家
族
に
暴
力
を
ふ
る
う

○
し
つ
け
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

　

非
行
な
ど

○
家
出
や
盗
み
な
ど
の
不
適
切
な
行
動
が
み
ら
れ

る
○
喫
煙
な
ど
で
不
適
切
な
行
動
が
み
ら
れ
る

　

子
育
て

○
家
庭
の
事
情
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
っ
た

○
親
の
行
方
が
分
か
ら
ず
、
子
ど
も
だ
け
に
な
っ

て
い
る

　

子
ど
も
へ
の
虐
待

○
ど
う
し
て
も
た
た
い
た
り
、
殴
っ
た
り
し
て
し

ま
う

○
子
ど
も
の
世
話
を
し
な
い

○
近
所
で
子
ど
も
の
鳴
き
声
が
い
つ
も
聞
こ
え
て

く
る
の
で
心
配

○
親
が
無
視
し
た
り
差
別
的
な
言
動
を
繰
り
返
し

て
い
る

　

他
○
里
親
の
事
で
聞
き
た
い

山都町観光案内所

    ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

～ ８月ギャラリーのご案内 ～

８月１日（木）～31日（土）
水曜日定休日

能面の魅力に惹かれて、古面に近づ
けることを目標に面を打って 30余
年の河原三代志さん（元中島南部小
校長）作の能面 15点余を展示しま
す。

暑中お見舞い申し上げます。
今回発行した７月号で、締切ギリ
ギリまで素材が集まらないページが
あります。暗礁に乗り上げて、迎え
た締切日の前日、職場の色んな方が
写真などを提供くれて、何とか発行
へこぎ着けました。広報誌の担当者
は一人ですが、作成は皆の支えが
あって初めて出来るものと改めて実
感しました（K）。
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■
発
行
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■
編
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／
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振
興
課
　
℡
0967-72-1214

■
発
行
日
／
平
成
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７
月
24日

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://www.town.kumamoto-yamato.lg.jp

Public Relations YAMATO TOWN
～星と森、そして水の生まれる里～
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馬見原を歩こう
　６月８日、馬見原の「ろくまく坂」を歩く、ノル
ディックウォーキング体験会参加者の皆さん。

（16－17ページに関連記事、
24ページに馬見原フットパスコースを掲載）

タイトル：仏法僧・飛び立つ瞬間
撮 影 者：藤本義也
撮影場所：内大臣橋
コメント：山都町は野鳥の宝庫。その中で一際注目を
集める鳥それが仏法僧です。仏法僧を目当てに熊本県
内はもとより九州各地から沢山の写真愛好家が撮影に
訪れます。他の地域ではあまり目にすることができな
い珍しい渡り鳥です。山都町の自然の財産として大切
に保護していきたいと思います。
連絡先：フォトサークル山都事務局
　７２－３４５５（ﾊﾟｿｺﾝｼｮｯﾌﾟあひる倶楽部内）

今月の一枚今月の一枚

仏法僧・飛び立つ瞬間

【お問い合わせ】
馬見原買い物支援協議会事務局
（馬見原ガイドステーション）
☎0967-74-4330 平日 8:30 ～ 17:00

フットパスとは＝イギリスが発祥で、森林や田園地帯、古い街並みなど、地域に昔からある

ありのままの風景を楽しみながら歩くことです。歩くことで見えてくる、地域ならではの風

景や地元の方との触れ合いを楽しむことができます。
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